
利益説の再検討
ースミスの第1原則を端緒として 一

ー

報告の背景・意図

・ 課税を考えるに当たって， 古くから， 利益説（や応益原則）は能力
説とともに主要な考え方であった．

• 特に地方税に関しては， （大学の教科書でさえも）脊髄反射のよう
に利益説や応益原則が特定の課税制度の正当化に用いられる．

ー地方税は応益原則に従うので…•

・ 均等割は望ましい

・ 比例税率にすべき

・ 控除額は国税より小さくあるべきた

・ 少し立ち止まって（脊髄反射を止めて）利益説について若干深く考
察する価値はあるのではないか．
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